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   A case of right megaloureter with complete duplication of the bilateral ureters noted in a 
24-year-old female was presented. 
   The patient visited our hospital with complaints of pass of cloudy urine, pain during the 
urination and recurrent fever. 
   A diagnosis was made by cystoscopy and V-U reflux which was seen at the voiding cystoure-
throgram. 
   She was successfully operated on heminephrectomy and ureterectomy. 
   The literatures were briefly reviewed and pathogenesis of the megaloureter was discussed.
巨大尿 管を最初 に記載 したのは1896年Saintu
で,1923年Caulkによって 巨大尿管 とい う名
称 が初 めて用 い られた.巨 大尿管 を,尿 路 に器
質的 な閉塞 が存在 しない尿 管 の著 る しい拡張 と
定義 す るな らば,本 邦 において も,1937年の小
島 ・宗 の報告 以来32例の報告 がみ られ る.
最近我 々 も両側完全 重複腎孟尿管 に合併 した
本症 の1例 を経験 したので,症 例を簡単 に報告



















あるが軽度貧血の徴候を 認める.胸 部には 異常がな
い.腹 部は平坦軟であるが右側腹部に軽度の圧痛を認
















































Caulkの報告以来,巨 大尿管に関 しては多 く
の議論がなされ,現在なお,先 天性水尿管 との
区別につい て統一 された見解 はない.
今回我 々も上記症例を経験 したので,本 症 に
関 して若干 の文献的考察を加 え,多 少 の私見 を
述べたい
本邦症例 の統計的観察:尿 路 に器質的閉塞 を
認 めないのに尿管の著明 な拡張 を証 明する こと
か ら巨大尿 管 として報告 され てい る症例は,第
1表に一括 す る通 り本邦では 自験例を含めて33
例 の報告 があ る.分 娩 直後 死亡 し,剖 検に より
本症 とHirschsprung氏病 の合併 が発見 された
症例 か ら最高 は72才に至 る 症例 まで,そ の 平
均年例は24才である.性 別 は男子 が18例で女子
が14例,不 明が1例であ る.患 側は右側が7例,
左側が12例,両 側が11例,そ して罹患側不 明が
3例で ある.尿 管 口の移開 を認 あるものヱ1例,
膨開 のない もの7例,不 明17例,そ して尿管蠕
動 の欠如8例,蠕 動を認めた もの1例,蠕 動は
認め るが弱い もの3例,不 明21例で ある.尿 管
の延長 屈曲を認め るもの10例,認 め ない もの3
例,そ して不 明20例であ る.膀 胱尿 管逆流現象
を証 明す るもの8例,し か らざるもの1例,不
明24例 で ある.腎 孟拡張 の著 明 でない もの5
腎,i著明な もの7腎,そ して不 明が22腎である.
尿管下端 の組織学的検査 が行 なわれてい る症
例 では,植 田の例 の他 は神経節細胞 の著 減 また
は欠如 を記載 している.治 療 は腎機能不全 の症
例 が多 いため腎尿管別除術 が多 く,腎 機 能を有
す る場合 は 尿管膀胱 新吻合術が 施行 されてい
る.な お自験例 の ごとく重複腎孟尿管 に本症 を
合併 した症例は緒方 川添 の症例 のみであ る.
臨床像:本 症は,1)尿 路閉塞 が存在 しない
のに,2)偏 側 または両側尿管,特 に下 部尿管
の著 明な拡張 を認 め,3)尿 管 口の移 開お よび
蠕動運動 の欠如をみ る ことが多 く,4)し ば し
ば膀胱尿管逆流現象を証 明す る.そ して,5)
多 くの場合尿管は延長屈 曲 してお り,6)尿 管
下部 の著 るしい拡張に も拘 らず腎孟 の拡張 は著
明でない.し か しなが ら,こ れ らの臨床像 は,





諸説 を述 べてい る.
Lowsley&KirwinはSaintuの症例 の ごと
く尿管 口の膨 開お よび蠕 動の欠如が あ り,膀 胱
尿管逆流現象 の認 め られ る型 と,Caulkの症例
のごと く拡張 した 尿管 の末端 に数mmか ら数
cmの 非拡張部 があ り,尿 管 はなお蠕 動を有す
る型 の2型 に分類 している.わ れわれ の症例は
この分類に従 うと前者 のSaintu型に属す るも
のであ る.
以上述 べた ように本症は症例 に よりさまざな
臨床像 を呈す るが,こ れ についてわれわれは次
のように考 えたい.す なわ ちSaintu型とCaulk
型は 本 来 そ の発生機序 を 異にす るのでは ない
か,そ して,巨 大尿管 とはSaintu型のみに命
名 し,臨 床的 な診断 には尿 管 口の膨 開お よび蠕
動 の欠如 を重視 したい.膀 胱 尿管逆流現象,尿
管 の延長屈 曲お よび腎 孟の拡張等は結果 として
の現象 であって,そ の程度は病態 の進行度 に よ
りさまざま とな る.尿 管 口が正常 で蠕動 を有 す
るCaulk型は 先天性 水尿 管 の範疇 に入 れれ ば
よい.こ の ように 考 えれば さした る 混乱 もな
く,ま た次に述べ るように本症 の発生機序 か ら
みて も妥 当で あろ う と思わ れ る.
発生機序:本 症 の発生 について も諸説 がある
が主 な ものは,1)副 交感神経節細 胞 の著減 あ
るいは消失 に起因す る.す なわ ちHirschsprung
氏病 と同一機 序に よる とす るもの(Swensonet
aL,Ormond,Campbell),および,2)胎 生期
におけ る排泄路 の奇形,あ るい は中枢神経 系統
の奇形に よる尿排泄路 の機 能的閉塞 に よると考
えるもの(Bischoff)の2つで あ る.金 沢は
Saintu型では前 者が発生機転 とな るが,Caulk
型では神経 細胞を証明 し得 るといっ てい る.わ
れわれ は 本症 の成 因に 関 して 次 の ように 考 え
る.す なわち,貴 島 木村 の 指摘 す る ごと く
Hirschsprung氏病 に 本症 を 合併 す る ことが多
いこ と,お よび多数 の症例 で神経節細 胞 の欠如
を証 明 してい る ことか ら,神 経 欠如 説が妥当 で
ある と考 え る.金 沢 の主張 の ごと くCaulk型
では神 経要素 に異常 を認 めない とすればCaulk
型 を本 症か ら除け ば理 路整然 とな る.す なわち
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下 腹 部 腫 瘤
尿 意 頻 数
左 腰 部 鈍 痛
尿意頻数 ・排尿痛
左 下 腹 部 痛
血 尿
血尿 ・左側腹部痛
尿 稠 濁 ・発 熱
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左 腎尿管 別 除術
右 腎尿 管別 除 術
尿管下端切除および
尿管膀胱再移植術
尿 管 再 移 植 術
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十 留 置 カ テ ー テ ル



















左側 腹部 膨 隆
右
左
十 十 ± 上腎一下腎+ 腎 尿 管 捌 除 術





















腎 尿管 全捌 除 術


























腎尿管 全捌 除 術
腎 尿 管 捌 除 術
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第6図.尿 管上部の鍍銀染色(鈴 木氏法):神経要
素を認め うる.
